






























〇テーマ「少年の非行・被害情勢と対策の傾向について」 
 日 時 令和６年６月２４日（月） 
 講 師 愛知県警察本部 生活安全部少年課 江口 彩太郎 氏 
 
 １ 非行の概況 
  ・令和５年度は前年度より増え、少年犯罪は２５％増加。 
  ・少年犯罪は平成１５年から右肩下がりであったが、令和４年から大きく変化した。 
  ・令和６年度は、令和５年度と同水準で、よくない状況は続いている。 
  ・暴力的な犯行を敢行する非行集団が存在し、令和５年度から名古屋市を中心に、集団リンチ、

髪切り、美人局などを行っている。 
 ２ 少年非行を取り巻く課題 

① 闇バイトに加担する少年が全国的に増加 
・県内でも特殊詐欺事件に加担して逮捕される少年が増加。Ｒ5…31 人（全体の約１７％） 
・令和５年５月、東京銀座で高級時計店を襲撃する強盗事件が発生（被疑者は４人の少年）。

６月には、名古屋市中区大須でも闇バイトを通じた強盗事件が発生（被疑者の１人は県内
居住の少年）。 

 ・ＳＮＳ上で「高額なバイト」「楽して稼げる」等の文言で若者を募集。 
   ・言葉巧みに秘匿性の高い通信アプリに誘導し、甘い言葉で勧誘。その際、保険証、学生証等

の身分証の写真を送信させる。 
   ・途中で犯罪だと気がついても、「身分証をネット上で拡散させる」「ヤクザがバックにいる」

等と脅し、思いとどまることができないよう追い込む。 
   ・加担した結果、逮捕リスクの高い末端の役割（受け子、出し子）に利用される。 
   ・約束の高額な報酬を得られないばかりか、失敗すれば罰金等を請求され脅され、捕まるまで

抜けることが困難に。 
② 少年による大麻事犯の急増 

・大麻取締法で検挙された少年（令和５年中）７２人（前年比＋１０人、＋１６．１％）。過
去最多となった令和２年を上回り、過去最多を更新。 

・大麻が急増している背景（一般論として）は、覚せい剤等に比べて 健康被害が少ない（無
い）との誤った情報が流れている。 

・大麻が合法な国があるので大丈夫との身勝手な判断がされている。 
・ＳＮＳ上で、 隠語（葉っぱ、野菜）を用いて売買され比較的入手が容易。 
・購入価格が 比較的安価（覚せい剤の約１０分の 1)。 
・低年齢からの地道な教育、啓発が最大の防止策。「大麻は、違法であり間違いなく健康被害

をもたらします。」「一度でも行えば人生が破滅することに！！」 
③ オーバードーズ（薬局やドラッグストアで購入できる市販薬を多量に服用する） 

・多幸感を得て精神的な苦痛から逃れるため、少年の間で増加。最悪の場合、死に至るケー
スも。 

・乱用される薬の種類：パブロン（咳止め）、メジコン（咳止め）、ブロン（咳止め）イブＡ
錠（解熱鎮痛薬）等。 

・問題のない子が行い救急搬送されるなど、居場所のない子だけが対象ではない。 
④ 少年による児童ポルノ事犯の急増 

・児童ポルノ事犯検挙人員、令和５年中検挙人員２１８人のうち１０３人が少年。検挙人数
は、平成２６年と比べ大幅に増加（４１５％）し、１０代が全体に占める割合は、平２６
年の１２．４％に対し、令和５年は４７．２％を占める。 

・児童ポルノ事犯が急増している背景は、子ども世代へのスマートフォンの普及、ＳＮＳ（交      
流サイト）の普及があげられる。 

・対策としては、性被害防止に関する教育とともに、情報モラル教育の実施を。 
「撮らない・送らない・要求しない」「フィルタリングやペアコントロールが効果的（フィ
ルタリングは４割の少年がかけていない）」 

・コロナ情勢以降、警察官による対面型の教養が困難。全校放送を活用した講話、啓発映像
を活用した教育に協力してほしい。 

３ 警察の取り組み 
   ・自画撮り被害防止アプリ「コドマモ」の開発。令和５年３月３０日にリリース済で無料。子

供と親のスマホにアプリをダウンロードしてリンクさせ使用。 
   ・「子供の性被害１１０番」。子供の性被害に特化したメール相談窓口。 
   ・「学校警察連携制度に関する協定」に基づく相互情報提供。 
   ・スクールサポーター（元警察官の非常勤職員）による、少年の非行防止、少年の立ち直り支

援、児童・生徒を非行及び犯罪被害から守ること、学校等における児童および生徒の安全確
保等。 

※「子どもの性被害１１０番」は、下記の URL からアクセス可能です。 
http://www.pref.aichi.jp/police/soudan/mail/kouhou/kodomoseihigai110.html 

⑧ 

http://www.pref.aichi.jp/police/soudan/mail/kouhou/kodomoseihigai110.html


 
 

   令和６年１０月  日  
 

関係小中学校長 様 
 

               愛知県小中学校長会長   都築 孝明  

同 生徒指導委員会委員長 鈴木 常浩  

 
 

生徒指導上の課題と対策に関する調査について（依頼） 

 
みだしの件につきまして、県小中学校長会生徒指導委員会では、県内の小中学校の生徒

指導上の課題とその対策の実態を把握し、それをもとに生徒指導の在り方について研究し

たいと考えています。 
つきましては、貴校に調査対象校としてご協力をお願いいたします。お忙しいところ恐

れ入りますが、下記のとおり、調査へのご回答、ならびに回答完了のご報告をお願いいた

します。 
記 

 
１ 依頼内容     ①生徒指導に関する実態調査（依頼させていただいた学校） 
           ②回答完了の報告 
 
２ 調査期間      令和６年１０月１７日（火）～令和６年１０月３０日（月） 
 
３ 調査方法      下記 URL のグーグルフォームにより回答 
      

■Google フォーム『県校長会生徒指導委員会アンケート』 

https://forms.gle/BVWqYDZRjkigbKqF6   

 
 
 
 
 
４ 報告期限      令和６年１１月 ５日（火）までに下記担当まで 
 
５ 備 考   
（１）この調査は、県内４分の１（小学校１７５校、中学校７６校、合計２５１校）の学

校にお願いしています。 
（２）この調査は、校長先生の考えをお聞きするものです。関係職員の意見も参考にしな

がら貴職ご自身で回答してください。 
（３）お問い合わせは、下記の担当者までお願いします。 
 

担 当 〇〇市立〇〇学校  〇〇 〇〇 
                    ＴＥＬ 〇〇〇〇－〇〇－〇〇〇〇 

メール 〇〇〇〇@〇〇〇〇.〇〇.〇〇 

https://forms.gle/BVWqYDZRjkigbKqF6


三河特別支援教育委員会 報告依頼事項 

  令和６年１０月７日（月） 

１ 経過報告 

（１）会議等 

 ・第３回 愛知県小中学校長会 特別支援教育委員会 

日 時：令和６年６月２１日（金）１３：００～ 

会 場：名古屋市教育館 

（１）令和６年度調査研究の調査内容・方法について 

・第２回 三河小中学校長会 特別支援教育委員会 

      日 時：令和６年４月１０日（水）１５：１５～ 

      会 場：蒲郡市民会館 

      協議・報告 

（１）令和６年度調査研究について 

（２）調査等 

  ・令和６年度全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会全国調査 

      令和６年８月１３日（火）～９月２日（月）Web回答 

      各地区回答校を１０％程度抽出 

  ・全連小特別支援教育委員会アンケート 

令和６年８月２８日（水）Web回答 

愛知県２６校抽出回答 

 

２ 令和６年度特別支援学級の実態調査について 

（１）目 的 

  近年、児童生徒の障害の重度・重複化、他学年化、ニーズの多様化が進み、特別支援学級

の学級編制基準が８名では、担任が指導・支援を行う上で大きな不安を抱えている現状があ

る。そこで、安全管理面、生活指導・生徒指導面、学級経営・運営面について困難さを抱え

ている実態を調査し、より具体的な課題を明らかにしていきたいと考える。 

一人一人に対応した学びを実現するためにも、これらの調査研究の結果を、編制基準の引

き下げを始めとした今後の特別支援教育の推進や充実に向けて、県への提言・要望等を検討

するため基礎データとしていく。 

（２）調査対象  

     各市町村において、知的障害特別支援学級、または自閉症・情緒障害特別支援学級を設置

する小・中学校から校種別に抽出した調査対象校の知的障害特別支援学級、または自閉症・

情緒障害特別支援学級担当教員（各校１名） ※県費の常勤講師を含む 

⑨ 



  なお、調査対象校の数については、 

○ 各地区学校数の小・中学校別に１／４をこえる程度の学校数（偶数で）を目安に抽出す

る。 

○ その調査対象校の内、知的障害特別支援学級担任へ依頼する学校を１／２、自閉症・情

緒障害特別支援学級担任へ依頼する学校を１／２とする。 

その際、在籍児童生徒数が５名以上のところが半数以上になるように配慮する。（５

名以上の学校がなければ配慮の必要なし。） 

（３）回答期限 

   令和６年９月３０日（月）Web回答 ※回答済み 

（４）特別支援教育委員会年間計画 

     ４～ ７月  組織づくり、学級編成基準に関する意見集約 ※済 

      ８～１０月   関係組織等からの調査依頼の配付と実施 ※済 

    １１～１２月  調査研究のまとめと考察、委員研修 

     １～ ２月  次年度に向けての準備 

 

４ 今後の予定 

・第４回 愛知県小中学校長会 特別支援教育委員会 

日時：令和６年１０月２２日（火） １３：００～ 

      会場：愛知県教育会館  ※１５：００～県教委合同研修会 

・第５回 愛知県小中学校長会 特別支援教育委員会 

日時：令和７年 １月２１日（火） １３：３０～ 

      会場：ウインクあいち  ※１５：００～愛特研 

・第３回 三河小中学校長会 特別支援教育委員会 

      日 時：令和７年２月 ５日（水）１３：３０～ 

      会 場：蒲郡市民会館 

・第６回 愛知県小中学校長会 特別支援教育委員会 

日時：令和７年 ２月１３日（木）１３：３０～ 

      会場：愛知県教育会館 

 

 



令和６年１０月７日  

 

修学旅行特別委員会 報告事項 
 

１ 経過報告 

6 月 25 日（火） 令和 8 年度修学旅行連合体列車申込開始 

7 月 16 日（火） 日本修学旅行協会愛知県支部情報交換 名古屋都市センター 

7 月 25 日（火） 第 41 回全国修学旅行研究大会 

8 月 7 日（水） 令和 6 年度中学校修学旅行実態調査集約結果報告 

8 月 5 日（月） 令和 8 年度修学旅行連合体列車申込希望調査報告 

8 月 9 日（金） 修学旅行実態調査製本業者打合せ 

 

２ 令和 6 年度実態調査について＜8 月 31 日現在速報値＞ 

① 令和 6 年度 修学旅行実施の状況について 

・当初の予定通り実施   296 校（尾張 156 三河 140） 

・時期・方面等を変更して実施   2 校（尾張    1 三河    1） 

・当初から実施予定なし     0 校 

② 実施期間  

・1 泊 2 日     5 校（尾張  4  三河   1） 

・2 泊 3 日  287 校（尾張 147  三河 140） 

・3 泊以上    6 校（尾張  6） 

③ 実施月 

・4 月   2 校（三河 2）            ・ 8 月  0 校 

・5 月 148 校（尾張 86 三河 62）     ・ 9 月 13 校（三河 13） 

・6 月 132 校（尾張 70 三河 62）     ・10 月  1 校（三河 1） 

・7 月   1 校（尾張 1）            ・11 月  1 校（三河 1） 

④ 生徒旅行費用（概算・各種割引前） 

・平均 62,572 円（尾張 64,792 最大 108,617 三河 60,099 最大 82,217） 

⑤ 参加率（通常学級／特別支援学級） 

・参加生徒数  46,356 名/ 995 名（尾張 24,818/453  三河 21,538/542） 

・不参加生徒数 1,798 名/ 297 名（尾張  1,122/ 93  三河   676/ 76） 

・参加率       96.3%/ 85.5% （尾張  95.7/83.0  三河  97.0/87.7） 

＜今後の流れ＞ 

10 月中       まとめ原稿審議（業者↔委員会事務局） 

11 月 12 日（火） 調査まとめ検討（第３回合同修学旅行特別委員会） 

12 月下旬     調査結果配付（地区委員→各校、市町村教委など） 
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３ 令和 8 年度修学旅行連合体列車申込について 

＜希望状況＞ 

・尾張地区：157 校中 102 校（前年比：+10 校） 

・三河地区：141 校中 41 校（前年比：+ 3 校） 

＜今後の流れ＞ 

10 月 10 日（木）～ 

事務局で作成した５地区を併せた仮入れ付け表をもとに地区間で調整 

10 月 31 日（木）最終調整後の『入れ付け表』を事務局へ 

11 月   7 日（木）以降事務局が各学校への内示 

11 月 20 日（水）代理店への開示（一般開示）※開示までは㊙扱い  

代理店を通じ、ＪＲ東海への修学旅行団体申し込み 

 

４ その他 

○秋季連合体輸送意向調査（8 月 31 日現在 速報値） 

愛知県中学校（含名古屋市） 

回答校 336 校/408 校（回答率 82.4％） 

ア 利用したい 3 校  イ 利用を検討する 52 校  ウ 利用しない 281 校 

○キャンセル料保険について 



                                      

 令和６年１０月７日                          

教育課題特別委員会活動報告 

 

１ 調査研究の方向性 
  昨今の社会の在り方は、「多様性」を重視する傾向に変化してきている。子供が育つ家庭や

地域社会においても同様な価値観がもたれるようになってきた。このような流れの中、学習指

導要領がもとめる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化が、次世代を担う人材を育

成する鍵となる。 

教育課題特別委員会では、「個別最適な学び」を切り口として取り上げ、これを保障できる

教員を校長が強い意思をもって育成（学校組織のマネージメント）することで、教員を取り巻

く厳しい情勢を乗り越えることができる力量ある教員を増やしていくことができると考えた。  

そこで「個別最適な学びを保障する」を次のように定義し、アンケート調査による研究

を行うことにした。   

上記のように個別最適な学びを保障できる教員を育成するための学校組織づくりについて

調査研究をすすめていく。  
 
２ 学習指導要領実施上の課題についての調査研究 

― すべての子どもの可能性を引き出す、 

個別最適な学びを保障できる学校組織づくりのための調査研究 ― 

 
令和４・５年度の教育課題委員会調査を通じて、新たに導き出された課題は次の２点である。 

これら２点を新たに調査し、より先進的な実践を収集・紹介していくことを目標としていきた

い。そのために、次のような内容でのアンケート調査を県内２割程度の小中学校に行いたいと考

えている。  

以上のような内容で調査研究を行い、現状と課題を洗い出し、それらを整理、考察してま

とめていく。そうすることで、今後の各学校の実践の参考にしてもらいたいと考えている。 
今後、アンケートの質問内容をさらに吟味することで、１２月から１月にかけて調査を実

施できるようにすすめていく予定である。 
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アンケート調査研究内容 

  １ 個別最適な学びを保障できる力量ある教員を育成するための取組 

  ２ R4・５の研究を掘り下げ、「個別最適な学び」に効果があったとされる学習方法の詳細 

  ３ 「個別最適な学びを保障できる力量ある教員」を育成するための学校組織づくり 

・「指導の個別化」：教員が児童生徒一人一人に最適な学びを自力で計画・実行できる 
ように育成していくこと 

・「学習の個性化」：教員が個々に応じた多様な教材・学習時間・方法等の柔軟な提供を 
すること 

 

① これからの教員の資質として必要となるものは、「多様な児童生徒のための対応力」である

ということ。 → 個別最適な学びを保障できる力をもった教員の必要性 

② 一人の教員では困難なため、校務分掌などの見直し等、マネジメントと教員育成が必要で

あること。  → 教員の資質を向上させることができる校長のマネジメント力向上 

 



東陸小特別委員会報告依頼事項 
令和６年 10月 7 日 

 
１ 第５９回東海・北陸地区連合小学校長会教育研究大会について 

 
開催期日  令和６年１０月１７日（木）・１８日（金） 
会  場  １０月１７日（木）ウインクあいち 

（愛知県産業労働センター） 
１０月１８日（金）常滑市民文化会館 

記念講演 
講師：杉本昌隆 棋士 
演題：「将棋界における若い世代との接し方」 

 
２ 依頼事項 

  

 ・ 分科会のグループ座長・記録は、愛知の先生方にお願いすることとなっている。

９月下旬に座長・記録者には連絡し、会の運営方法について、大会までに周知徹

底を図り、有意義な分科会にしていきたい。 

・ 全体会会場の常滑市民文化会館は、朝９時に開場する。会場周辺には待機場所

がないので、早すぎる来場を控えるよう協力いただきたい。これはウインクあい

ちについても同様のことが言える。会場へご迷惑をおかけしないよう配慮してい

きたい。 

・ 全体会会場では、常滑市民文化会館会場に隣接するボートレースとこなめの駐

車場（早朝より利用可、無料）に駐車することができる。なお、アクセスの際、会

場近隣の迷惑を避けるため、大会ご案内 P26 にお示ししたように矢印の経路で迂

回をお願いしたい。 

・ 全体会会場の収容人数にゆとりがなく、時間の制約もある。参加者の理解と協

力を得て大会運営を進めたい。 

・ 全体会では時間短縮のため、各自で用意した名札ホルダーを使用することによ

って受付に代える。「大会のご案内」の最後のページにある名札枠に必要事項を記

入し、各自で用意した名札ホルダーに名札を入れて持参すること。 

 

 

⑬ 





東陸中特別委員会 

第６６回 東海北陸中学校長会研究協議会 

愛知大会 開催概要（案） 

 

１  主 題  「豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手を育てる中学校教育」 

 

２  主 催  東海北陸中学校長会 愛知県中学校長会 名古屋市立中学校長会 

 

３  後援（予定）  愛知県・愛知県教育委員会  名古屋市・名古屋市教育委員会 

全日本中学校長会   

 

４  期 日  令和８年７月２日（木）・３日（金） 

 

５  会 場  ◇全体会：Niterra 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール 

                    〒460-0022 愛知県名古屋市中区金山一丁目 5 番 1 号 TEL 052-331-2141 

          ◇分科会：愛知県産業労働センター ウインクあいち ９・10・12 階 

〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38 TEL 052-571-6131 

 

          ◇理事会・レセプション：名古屋駅近辺 

 

          ◇分科会打合せ会場：各分科会会場 

 

６  日 程（案） 

（１） １日目 ７月２日（木） 理事会・分科会 

 

 

 

（２） ２日目 ７月３日（金） 全体会・記念講演 

 

 

 

２日 

（木） 

３日 

（金） 

⑭ 



東陸中特別委員会 

（３） ７月２日（木）の日程詳細 

 
（４） ７月２日（木）の分科会研究題・分担及び分科会会場 

 
（５） 分科会参加人数要請（会員数の 50％、愛知県 100％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 事 会 11:00〜12:00 分科会打合せ 12:00〜13:15 分科会 13:30〜16:30 

ウインクあいち 12 階会議室 各分科会会場 各分科会会場 
〇開催権会長挨拶 

〇Ｒ７年度会務・会計報告 

〇Ｒ８年度事業計画・予算 

〇大会宣言・決議文 

〇愛知大会概要説明 

〇次年度開催県より 

富山県（基本構想等） 

※昼食 

〇挨拶 

〇分科会の進行確認 

  運営責任者、会場責任者、 

  司会者、発表者、記録者の 

打合せ 

〇開会のことば 

〇研究協議 

口頭発表 

研究協議 

まとめ 

〇閉会のことば 

分
科
会 

研  究  題 
口頭 

発表 
司会 会 場 

１ 「カリキュラム・マネジメント」の推進 
静岡 
三重 

三重 
愛知 

1201 
中会議室 A 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 
岐阜 
愛知 

岐阜 
愛知 

901 
大会議室 

３ よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育の充実 
福井 
静岡 

静岡 
愛知 

1202 
中会議室 A 

４ 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するため
の教育の充実 

石川 
岐阜 

石川 
愛知 

903 
中会議室 B 

５ 社会的･職業的自立に向けたキャリア教育と進路指導の充実 
愛知 
富山 

富山 
愛知 

902 
大会議室 

６ 自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るための 
自己指導能力を育成する生徒指導の充実 

三重 
石川 

石川 
愛知 

1003 
中会議室 B 

７ 「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成 
三重 
愛知 

三重 
愛知 

1002 
大会議室 

８ 学校と地域の連携・協働による「チーム学校」と「働き方 
改革」の実現 

福井 
富山 

福井 
愛知 

1001 
大会議室 

県名 愛知 岐阜 三重 静岡 福井 石川 富山 総計 
グループ

数 
会員数（R8） 409 175 146 251 68 83 76 1208 
参 加 人 数 409 88 73 12６ 34 42 38 810 
第１分科会 ４６ １１ ９ １５ ４ ４ ４ ９３ 15 
第２分科会 ６５ １４ ９ １８ ４ ５ ５ 120 20 
第３分科会 ４２ １１ ９ １６ ５ ６ ４ ９３ 15 
第４分科会 ３３ ９ ７ １１ ３ ５ ４ ７２ 12 
第５分科会 ６４ １１ １０ １８ ４ ６ ７ １２０ 20 
第６分科会 ３２ ８ ８ １１ ３ ６ ４ ７２ 12 
第７分科会 ６４ １２ １１ １９ ５ ５ ４ 120 20 
第８分科会 ６３ １２ １０ １８ ６ ５ ６ １２０ 20 

合     計 ４０９ ８８ ７３ １２６ ３４ ４２ ３８ ８１０ 134 



東陸中特別委員会 

（６） ７月３日（金）の日程詳細 

 

７  記念講演 

 〇 演題 「未定」 

 〇 講師  検討中     （           ）氏   ※現在、トヨタ自動車会長 豊田章男氏に打診中 

 ＜講演内容の方向性（例）＞ 

① 学校経営（校長としてのリーダーシップの在り方やマネジメント力、働きやすい職場環境整 
備等）や、子どもや教員の人材育成へのヒントとなるような企業の取組、御自身の生き方。 

② 精神的な豊かさまで含めて幸福を捉える「ウェルビーイング」について。 
③ 今後予測する未来社会像や目指すべき未来社会像を見据えて取り組んできたこと。 

 

８  大会参加費   ７，５００円 

 

９  大会事務局   東海北陸中学校長会研究協議会岐阜大会事務局 

（愛知県小中学校長会事務局） 

                 〒460-0007 愛知県名古屋市中区新栄１丁目４９―１０ 愛知県教育会館 

TEL 052-261-8152 

 

 

 

※ 令和７年度大会より、シンボルマークは作成しないことになりました。 

 

 

 

受付 

9:00〜9:30 

全体会Ⅰ 

9:30〜10:20 

記念講演 

10:30〜11:50 

全体会Ⅱ 

12:00〜12:10 

 
 〇開会式 

  国歌斉唱 

  開会の挨拶 

  来賓祝辞 

  来賓紹介 

大会宣言・決議文 

  次年度開催県挨拶 

〇講演 

 

（現時点では講師未定） 

〇閉会式 

  閉会の言葉 

   



東陸中特別委員会 

■東陸中愛知大会会場周辺地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２日目 全体会会場 

Niterra 日本特殊陶業市民会館 

１日目 分科会会場  ウインクあいち 


